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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の原色映像信号が入力され、複数の原色の蛍光体を発光させることによりカラー表
示を行うプラズマディスプレイ装置において、入力された原色映像信号の階調レベルに応
じて出力する原色映像信号の階調レベルを変更して原色映像信号を表示する表示方法であ
って、
　入力される前記複数の原色映像信号の表示率を検出し、
　検出した前記表示率に応じて１フレームの発光回数を制御し、
　前記表示率に応じた前記発光回数の制御により前記発光回数が第１の値から前記第１の
値より大きい第２の値に変化した場合に、複数の蛍光体のうち輝度飽和特性の影響が最も
小さい蛍光体に対応する原色映像信号の入力階調レベルに対する出力階調レベルの比の変
化率を、他の蛍光体に対応する原色映像信号の入力階調レベルに対する出力階調レベルの
比の変化率よりも相対的に小さくするように出力階調レベルを調整し、
　調整した前記複数の原色映像信号の出力階調レベルに応じて、サブフィールド法により
表示することを特徴とするプラズマディスプレイ装置の表示方法。
【請求項２】
　前記複数の原色の蛍光体は赤、緑、青の蛍光体であり、前記輝度飽和特性の影響が最も
小さい蛍光体は青の蛍光体であることを特徴とする請求項１に記載のプラズマディスプレ
イ装置の表示方法。
【請求項３】
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　前記輝度飽和特性の影響が最も小さい蛍光体は、他の蛍光体よりも、前記発光回数が増
えるにつれ輝度が相対的に増大する蛍光体であることを特徴とする請求項１に記載のプラ
ズマディスプレイ装置の表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御してカ
ラー表示を行う表示装置に関し、特に、赤、緑および青の三原色の蛍光体の発光回数を制
御してカラー表示を行うプラズマディスプレイ装置におけるホワイトバランス補正技術に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、様々な表示装置の研究・開発が進められており、文字や映像等を鮮明に表示する
ことができる大画面の平面型表示装置としてプラズマディスプレイ装置（プラズマディス
プレイパネル：ＰＤＰ(Plasma Display Panel)) が注目されている。このプラズマディス
プレイ装置は、赤、緑および青の三原色の蛍光体により表示を行っているが、例えば、消
費電力を制限するために画像の表示率（平均輝度レベル：ＡＰＬ(Average Picture Level
))に応じて発光回数（維持発光の回数）を制御するようになっている。ところで、各蛍光
体は、各発光回数に対する輝度比が一定ではなく、そのため、例えば、所定の発光回数で
ホワイトバランスの調整を行っても、発光回数が変化するとホワイトバランスもずれてし
まうことになっていた。このホワイトバランスのずれの問題は、プラズマディスプレイ装
置だけでなく、ＥＬ素子（エレクトロ・ルミネッセンス素子）を用いた表示装置やＦＥＤ
（Field Emission Display）、さらには、ＬＥＤ（Light Emitting Diode）ディスプレイ
やＣＲＴ（Cathode Ray Tube）等の様々な表示装置においてもその発光回数或いは強度の
変化により生じる。そこで、入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強
度を制御してカラー表示を行う表示装置において、発光回数や強度に関わりなくホワイト
バランスを維持することが要望されている。
【０００３】
　本願発明は、上述のように、プラズマディスプレイ装置だけでなく、ＥＬ素子を用いた
表示装置やＦＥＤおよびＣＲＴ等の様々な表示装置に適用することができるが、以下の説
明では、赤、緑および青の三原色の蛍光体の間で残光特性の異なる表示装置として主にプ
ラズマディスプレイ装置を例に取って説明する。
【０００４】
　図１は面放電交流駆動型プラズマディスプレイ装置の一例を概略的に示すブロック図で
ある。図１において、参照符号１０は表示パネル、１１はアドレス電極、１２は走査・維
持電極、１３は維持電極、１４はアドレス駆動回路、１５は走査・維持パルス出力回路、
１６は維持パルス出力回路、１７は駆動制御回路、１８は信号処理回路、そして、１９は
隔壁を示している。
【０００５】
　図１に示されるように、プラズマディスプレイ装置は、アドレス電極１１、走査・維持
電極１２、維持電極１３および隔壁１９を有する表示パネル１０と、アドレス電極１１を
駆動するためのアドレス駆動回路１４と、走査・維持電極１２を駆動するための走査・維
持パルス出力回路１５と、維持電極を駆動するための維持パルス出力回路１６と、これら
の出力回路を制御する駆動制御回路１７と、入力信号の処理を行う信号処理回路１８と、
を備えている。
【０００６】
　ここで、表示パネル１０は、対向する２枚のガラス板の一方にアドレス電極１１を設け
、他方に走査・維持電極１２および維持電極１３を設けるようになっている。そして、こ
れらガラス板に挟まれた空間が隔壁１９によって仕切られ、その仕切られた各々の空間が
それぞれ放電セルを構成している。
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【０００７】
　放電セルには、例えば、Ｈｅ－Ｘｅ、Ｎｅ－Ｘｅのような希ガスが封入されており、走
査・維持電極１２と維持電極１３とに電圧を加えると、放電が起こり、紫外線が発生する
。また、各々の放電セルには、赤、緑および青のいずれかに発光する蛍光体が塗布されて
おり、上記のように発生した紫外線により、この蛍光体が励起してこの蛍光体に応じた色
光を発光させる。この発光を利用し、映像信号に応じて所望の色の放電セルを選択するこ
とにより、カラー画像表示を行うことができる。
【０００８】
　なお、駆動制御回路１７は、映像信号（三原色映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂ）による画像の表示
率（或いは、表示電流）に従って、走査・維持パルス出力回路１５および維持パルス出力
回路１６を介して映像信号の発光回数を制御して、消費電力が予め定められた値よりも大
きくならないようにしている。
【０００９】
　図２は図１のプラズマディスプレイ装置における駆動シーケンスの一例を説明するため
の図であり、上述した発光原理を用いた時分割駆動法（以下、サブフィールド法と称する
）を説明するためのものである。
【００１０】
　サブフィールド法とは、１フレームを発光回数の違いによって重み付けされた複数のサ
ブフィールド（ＳＦ１～ＳＦ４）に分割し、画素毎にそこでの信号の振幅に応じたサブフ
ィールドを選択することで階調を表現する方法である。
【００１１】
　図２に示すサブフィールド法による駆動シーケンスは、１フレームを４つのサブフィー
ルドＳＦ１～ＳＦ４に分割して１６階調を表示する場合の例を示している。各サブフィー
ルドの走査期間Ｔ１は、そのサブフィールドでの発光する放電セル（以下、発光セルと称
する）を選択するための期間であり、また、放電維持期間Ｔ２は、その選択された発光セ
ルが発光している期間である。
【００１２】
　サブフィールドＳＦ１～ＳＦ４の放電維持期間Ｔ２は、選択されたセルが発光する時間
を表し、各々は８：４：２：１の比率で発光回数に重み付けされている。そして、映像信
号レベルに応じてこれらサブフィールドＳＦ１～ＳＦ４のいずれかを任意に選択すること
により、２の４乗＝１６階調の表示が可能になる。階調数を増やしたい場合には、サブフ
ィールドの数を増やせば良く、例えば、サブフィールド数を８とすると、２の８乗＝２５
６階調の表示が可能になる。なお、各サブフィールドの輝度レベルは維持発光の回数（発
光回数）によって制御する。
【００１３】
　図３は図１のプラズマディスプレイ装置における表示率（ＡＰＬ）と発光回数および消
費電力との関係を説明するための図であり、図３（ａ）は発光セルの発光回数と消費電力
の関係を示し、図３（ｂ）は画像（表示パネル）の表示率（ＡＰＬ）と発光回数の関係を
示し、そして、図３（ｃ）は映像信号による画像の表示率と消費電力の関係を示している
。
【００１４】
　図３（ａ）に示されるように、プラズマディスプレイ装置の消費電力は、表示セルの発
光回数の増加に従って増加する。そのため、実際のプラズマディスプレイ装置においては
、図３（ｂ）に示されるように、消費電力を予め定められた値以下に抑えるために、画像
の表示率（ＡＰＬ）が高い場合、すなわち、画面全体で発光が行われるような画像（映像
信号）が表示された場合には、前述した各サブフィールドの発光回数の重み付け比率を保
持しながら、フレーム全体としての発光回数を制限するようになっている。
【００１５】
　つまり、図３（ｂ）において、表示階調数を２５６階調とした場合、例えば、Ａ点での
発光回数は、５１２：２５６：１２８：６４：３２：１６：８：４の重み付けであるとす
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れば、１０２０回であり、また、Ｂ点での発光回数は１２８：６４：３２：１６：８：４
：２：１の重み付けであるとすれば、発光回数を２５５回に制限する。すなわち、図３（
ｃ）に示されるように、発光回数をＡＰＬに応じて制限することで、ＡＰＬが高くなって
もプラズマディスプレイ装置の消費電力を抑えるようになっている。
【００１６】
　図４は従来のホワイトバランス調整回路の一例を示すブロック図である。図４において
、参照符号１１～１３は乗算器、２はマイクロコンピュータ（マイコン）、そして、４１
～４３はγ補正回路を示している。
【００１７】
　図４に示されるように、従来のホワイトバランス調整回路は、入力された映像信号Ｒ，
Ｇ，Ｂをそれぞれガンマ補正回路４１～４３によりガンマ補正し、その後、各乗算器１１
～１３により、マイコン２からの乗算係数（振幅係数）Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂを乗算する。す
なわち、マイコン２は、赤、緑および青の輝度比を変えてホワイトバランスを調整するた
めに各色の映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂ用の係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂを乗算器１１～１３に与える。
ここで、係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂは、各色の映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂにより同じ場合もあり、ま
た、異なる場合もある。すなわち、従来のホワイトバランス調整回路は、マイコン２から
の係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂを乗算器１１～１３に与えて、各色の映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂの信号
振幅を制御することでホワイトバランスの調整を行う。
【００１８】
　ここで、従来のホワイトバランス調整回路では、ホワイトバランスを調整するために、
例えば、所定の発光回数において、或る一定の調整パターン（例えば、ウィンドウパター
ン等）を表示させて所望のホワイトバランスが得られるように、各色の映像信号Ｒ，Ｇ，
Ｂの信号振幅調整を行う。すなわち、例えば、工場出荷の前に、各セット（プラズマディ
スプレイ装置）毎にホワイトバランスを調整するが、一定の調整パターンを所定の発光回
数において表示させ、その状態でマイコン２のレジスタに係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂを設定す
るようになっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　上述したように、従来のホワイトバランス調整回路では、所定のＡＰＬ（すなわち、所
定の発光回数）において或る一定の調整パターンを表示してホワイトバランスを調整する
ため、異なる発光回数（ＡＰＬ）ではホワイトバランスがずれることがある。
【００２０】
　図５は赤、緑および青の三原色の各蛍光体の発光回数と輝度との関係を示す図であり、
図５（ａ）は発光回数と輝度の関係を示し、また、図５（ｂ）はエネルギー変換効率の減
少による単位発光輝度特性を示す。
【００２１】
　図５（ａ）に示されるように、赤、緑および青の三原色の各蛍光体は、発光回数が増加
するに従って輝度が飽和してくる。これは、赤、緑および青の蛍光体の残光特性、言い換
えれば、紫外線による励起に対する蛍光体のエネルギー変換効率が、図５（ｂ）に示すよ
うに、発光回数の増加に従って低下するために生じるのである。なお、図５（ｂ）におけ
る縦軸は、単位発光あたりの輝度を、エネルギー変換効率が最も高い場合の単位あたりの
発光輝度で正規化した値を示し、また、横軸は、発光回数を示している。
【００２２】
　ここで、図５（ａ）および図５（ｂ）において、例えば、発光回数が多いＡ点でホワイ
トバランスの調整を行ったとすると、その時のホワイトバランス値は、Ａ点における赤、
緑および青の輝度比によって決定する。しかしながら、ＡＰＬが高い映像信号を表示する
場合には、前述したように消費電力を予め定められた値以内に抑えるために、発光回数を
減少させるようになっている。
【００２３】
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　従って、発光回数が少ないＢ点の場合には、図５（ｂ）に示されるように、紫外線によ
る励起に対する蛍光体のエネルギー変換効率が上がるため、エネルギー変換効率の減少率
が緑＞赤＞青となっていれば、Ａ点と比較して相対的に緑＞赤＞青の順に輝度が高くなる
。すなわち、Ｂ点における赤、緑および青の輝度比は、Ａ点での調整値と異なるために、
Ａ点とＢ点とではホワイトバランスに違いが生じる。
【００２４】
　逆に、ＡＰＬがホワイトバランス調整時よりも低い映像信号を表示する場合には、発光
回数を増加させることがあるため、エネルギー変換効率がより一層低下して、発光回数が
少ない場合と同様に赤、緑および青の輝度比が異なってホワイトバランス値に違いが生じ
る。
【００２５】
　本発明は、上述した従来のホワイトバランス調整技術における課題に鑑み、発光回数や
強度に関わりなくホワイトバランスを維持することができるホワイトバランス補正回路お
よび補正方法、並びに、表示装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の一実施の態様は、例えば特許請求の範囲に記載された技術的思想を用いればよ
い。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明によれば、発光回数や強度に関わりなくホワイトバランスを維持することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】面放電交流駆動型プラズマディスプレイ装置の一例を概略的に示すブロック図で
ある。
【図２】図１のプラズマディスプレイ装置における駆動シーケンスの一例を説明するため
の図である。
【図３】図１のプラズマディスプレイ装置における表示率（ＡＰＬ）と発光回数および消
費電力との関係を説明するための図である。
【図４】従来のホワイトバランス調整回路の一例を示すブロック図である。
【図５】赤、緑および青の三原色の各蛍光体の発光回数と輝度との関係を示す図である。
【図６】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第１実施例を示すブロック図である。
【図７】三原色の蛍光体の各発光回数における輝度比を青色を基準として示す図である。
【図８】図６のホワイトバランス補正回路における赤、緑および青の三原色の各乗算係数
を説明するための図である。
【図９】図６のホワイトバランス補正回路により補正された三原色の蛍光体の各発光回数
における輝度比を示す図である。
【図１０】図６のホワイトバランス補正回路におけるＡＰＬ検出回路の一例を示すブロッ
ク図である。
【図１１】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第２実施例を示すブロック図である
。
【図１２】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第３実施例を示すブロック図である
。
【図１３】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第４実施例を示すブロック図である
。
【図１４】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第５実施例を示すブロック図である
。
【図１５】階調レベルと発光回数との関係を示す図（その１）である。
【図１６】階調レベルと発光回数との関係を示す図（その２）である。
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【図１７】赤、緑および青の三原色の各蛍光体の階調レベルと輝度比との関係を示す図で
ある。
【図１８】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第６実施例を示すブロック図である
。
【図１９】図１８のホワイトバランス補正回路における赤、緑および青の三原色の各乗算
係数を説明するための図である。
【図２０】図１８のホワイトバランス補正回路により補正された三原色の蛍光体の各階調
レベルにおける輝度比を示す図である。
【図２１】本発明に係るホワイトバランス補正回路の第６実施例の適用の有無による三原
色の蛍光体の輝度特性を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本発明に係るホワイトバランス補正回路および補正方法、並びに、表示装置の各
実施例を図面を参照して詳述する。なお、以下の本実施例の説明では、プラズマディスプ
レイ装置を例にとっているが、本発明は、プラズマディスプレイ装置だけでなく、ＥＬ素
子を用いた表示装置やＦＥＤおよびＬＥＤディスプレイやＣＲＴ等の様々な表示装置に適
用することができる。
【実施例】
【００３５】
　図６は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第１実施例を示すブロック図であり、
図７は三原色の蛍光体の各発光回数における輝度比を青色を基準として示す図である。
【００３６】
　図６において、参照符号１１～１３は乗算器、２はマイコン（マイクロコンピュータ）
、そして、３はＡＰＬ検出回路（平均輝度レベル（表示率）検出回路）を示している。な
お、参照符号Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂは、それぞれ入力された映像信号（ディジタルの三原色映
像信号）Ｒ，Ｇ，Ｂに対する乗算係数（振幅係数）である。
【００３７】
　図６に示されるように、本第１実施例のホワイトバランス調整回路は、入力された映像
信号Ｒ，Ｇ，Ｂをマイコン２から与えられた乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂに従って乗算器１
１～１３を用いて振幅調整することでホワイトバランスを調整する。マイコン２は、ＡＰ
Ｌ検出回路３から得られたＡＰＬ（平均輝度レベル：表示率）に従って発光回数を設定す
る。さらに、マイコン２は、発光回数からエネルギー変換効率の増減によるＲ，Ｇ，Ｂ（
赤、緑および青）の輝度比の増減率を演算し、その増減率を逆補正して赤、緑および青間
で、輝度比が一定になるように乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂを演算して各乗算器１１～１３
に供給する。
【００３８】
　例えば、最大の発光回数の時にホワイトバランス調整を行い、それに合わせて各発光回
数における補正を行うとし、青の蛍光体が最も残光特性が短い（つまり、エネルギー変換
効率が減少しない）として、青の輝度を基準にした場合、各発光回数における赤、緑およ
び青の輝度比が図７のような特性になるとする。このとき、青を基準にした輝度比をα、
発光回数ゼロ時の輝度比をα０、発光回数をＮ、最大発光回数をＮｍとして緑の輝度比の
変化を１次式で近似すると、α＝（（１－α０）／Ｎｍ）・Ｎ＋α０という式が得られる
。
【００３９】
　各発光回数において、ホワイトバランスを一定にするためには、輝度比の増減率を逆補
正してやればよいから、乗算係数Ｋｇは、輝度比αの逆数Ｋｇ＝１／αとして算出するこ
とができる。さらに、赤（Ｒ）においても同様に算出することができる。もちろん、基準
とする色を変えても同様である。このようにして乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂをマイコン２
によって演算し、乗算器１に設定して信号振幅を調整すれば、各発光回数において輝度比
を一定に保つことが可能になり、ホワイトバランスを一定に維持することができる。また
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、ここでは１次式により近似を行ったが、より高次式で近似を行うことにより一層正確な
補正を行うことも可能である。
【００４０】
　本実施例においては、まず、蛍光体の特性を把握するために発光回数と輝度の関係を予
め測定し、例えば、図５（ａ）に示されるような発光回数と輝度の関係を得る。さらに、
測定したデータから最もリニアな特性を有する蛍光体（例えば、青）を基準として各蛍光
体（赤、緑および青）を正規化し、各発光回数における輝度比を算出する。
【００４１】
　すなわち、例えば、図７に示されるように、青を基準とし、この青に対する各蛍光体の
輝度比を算出する。ここで、Ａ点における赤、緑、青の輝度をそれぞれＬａｒ，Ｌａｇ，
Ｌａｂとし、各発光回数における輝度をそれぞれＬｒ，Ｌｇ，Ｌｂとして正規化すると、
次のようになる。なお、図７（実線：赤、緑、青）は、下記の式に基づいて算出した値を
描いたものである。
【００４２】
　　　赤の青に対する輝度比＝（Ｌｒ／Ｌａｒ）／（Ｌｂ／Ｌａｂ）
　　　緑の青に対する輝度比＝（Ｌｇ／Ｌａｇ）／（Ｌｂ／Ｌａｂ）
【００４３】
　ところで、発光回数によるホワイトバランスの変動を抑制するには、輝度比が常に一定
であればよいから、輝度比の変化を図７（破線：緑）に示すように１次式で近似し、その
逆数（乗算係数Ｋ）を映像信号に乗算することでホワイトバランスを補正する。すなわち
、Ｋ＝１／α＝Ｎｍ／（Ｎ＋α０（Ｎｍ－Ｎ））という式により乗算係数Ｋを算出する。
【００４４】
　図８は図６のホワイトバランス補正回路における赤、緑および青の三原色の各乗算係数
を説明するための図であり、Ｋ＝１／α＝Ｎｍ／（Ｎ＋α０（Ｎｍ－Ｎ））という式から
赤、緑、青の乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂを算出して描いたものである。なお、参照符号Ｎ
は発光回数、Ｎｍは最大発光回数、α０は最小発光回数時における輝度比を示す。
【００４５】
　ここで、図７に示される１次式は、蛍光体によって決まるものであり、蛍光体が決まれ
ば決定する。従って、予めその逆数を算出する演算式（図８参照）をマイコン２にプログ
ラムしておき、そのプログラムを使用して各発光回数による乗算係数を演算する。
【００４６】
　図９は、このマイコン２により演算された乗算係数に従って乗算した結果、すなわち、
図６のホワイトバランス補正回路により補正された三原色の蛍光体の各発光回数における
輝度比を示す図である。図９から明らかなように、赤、緑、青（三原色）の蛍光体は、発
光回数に関わりなく輝度比を一定に維持することができ、従って、発光回数に関わりなく
ホワイトバランスを維持することができることが判る。
【００４７】
　具体的に、例えば、最大発光回数における緑および青の輝度をそれぞれ２００ｃｄ／ｍ
2 および８０ｃｄ／ｍ2 とし、最小発光回数における輝度をそれぞれ６０ｃｄ／ｍ2 およ
び２０ｃｄ／ｍ2 と仮定する。
【００４８】
　このとき、最大発光回数時における青と緑の輝度比は、
　　　青：緑＝８０：２００＝１：２．５
　となる。
【００４９】
　また、最小発光回数時における青と緑の輝度比は、
　　　青：緑＝２０：６０＝１：３
　となる。
【００５０】
　従って、青に対する緑の輝度比は。１．２倍（３／２．５倍）になっており、これがα
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０であるから、その逆数である乗算係数Ｋは、
【００５１】
　　　Ｋ＝１／α０＝１／１．２＝０．８３
　となる。すなわち、緑の映像信号（Ｇ）に関しては、その信号振幅に０．８３を乗じて
補正を行うことになる。なお、赤の映像信号（Ｒ）についても同様である。従って、前述
した近似式を用いて各発光回数における乗算係数を演算し、それを映像信号に乗算するこ
とで発光回数に関わりなくホワイトバランスを維持することが可能になる。
【００５２】
　図１０は図６のホワイトバランス補正回路におけるＡＰＬ検出回路３の一例を示すブロ
ック図である。図１０において、参照符号３１および３３は加算器、３２および３４はレ
ジスタを示している。
【００５３】
　図１０に示されるように、例えば、入力された８ビットの映像信号は加算器３１で加算
され、水平同期信号Ｈに対応する１ライン毎の映像出力（輝度）がレジスタ３２に格納さ
れる。さらに、レジスタ３２からの各ライン毎の出力は、加算器３３で加算され、垂直同
期信号Ｖに対応する１画面毎の映像出力がレジスタ３４に格納される。そして、表示する
画像の平均輝度レベル（表示率）が算出されるようになっている。なお、このＡＰＬ検出
回路３は、例えば、表示装置の消費電力を予め定められた値よりも小さくするために、Ａ
ＰＬ（表示率）に従って発光回数を制御するために使用するものをそのまま適用すること
ができ、他の様々な構成が可能である。
【００５４】
　図１１は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第２実施例を示すブロック図である
。図１１において、参照符号５は電流検出回路、６はパネル駆動回路、そして、７は発光
回数制御回路を示している。
【００５５】
　図１１に示されるように、本発明の第２実施例は、前述した図６に示す第１実施例にお
けるＡＰＬ検出回路３の代わりに電流検出回路５を設けたもので、電流検出回路５により
パネル駆動回路６の消費電流（表示電流）を検出し、すなわち、第１実施例の表示率に対
応する表示電流を検出し、それに応じてマイコン２が乗算係数を演算するようになってい
る。なお、本第２実施例においては、各蛍光体の発光回数の制御も電流検出回路５からの
出力をマイコン２で受け取って、例えば、表示装置の消費電力が予め定められた値よりも
小さくなるように発光回数制御回路７を介して発光回数を制御するようになっている。
【００５６】
　すなわち、電流検出回路５は、パネル駆動回路６で消費される電流を検出し、電圧値に
変換してマイコン２にフィードバックし、マイコン２は、その電圧値に従って発光回数制
御回路７から発光回数を読み出し、発光回数の設定を行うようになっている。そして、マ
イコン２は、設定された発光回数に応じたエネルギー変換効率の増減率による輝度比の変
化を演算し、赤、緑および青の輝度比率を一定に保つように、乗算係数Ｋ（Ｋｒ，Ｋｇ，
Ｋｂ）を演算する。この係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂは、乗算器１１，１２，１３により映像信
号Ｒ，Ｇ，Ｂに乗算され、信号振幅の調整が行われてホワイトバランスが一定に維持され
る。
【００５７】
　本第２実施例によれば、例えば、ＡＰＬ検出回路を持っていない表示装置に対しても幅
広く適用することができ、具体的に、ＣＲＴ等に対しても本発明を適用することができる
。
【００５８】
　図１２は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第３実施例を示すブロック図である
。図１２において、参照符号８はアドレスデコーダ、そして、９は記憶装置（ＲＯＭ：Re
ad Only Memory）を示している。
【００５９】
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　図１２に示されるように、本第３実施例は、前述した図６の第１実施例におけるマイコ
ン２の代わりにアドレスデコーダ８およびＲＯＭ９を設けるようになっている。ここで、
ＲＯＭ９は、各ＡＰＬ（表示率）に対応した各映像信号用の乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂが
それぞれ格納されており、ＡＰＬ検出回路３によって検出されたＡＰＬに対応した乗算係
数を出力するようになっている。
【００６０】
　すなわち、ＡＰＬ検出回路３は、入力された映像信号のＡＰＬを検出してアドレスデコ
ーダ８に供給し、アドレスデコーダ８は、検出されたＡＰＬに対応する乗算係数が格納さ
れたＲＯＭ９のアドレスを発生する。ここで、ＲＯＭ９には、予め各ＡＰＬ、すなわち、
各発光回数に対応したエネルギー変換効率の増減による輝度比変化を補正するための乗算
係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂが格納されており、アドレスデコーダ８からのアドレスに従ってそ
の対応する乗算係数を出力して各乗算器１１，１２，１３に設定される。
【００６１】
　本第３実施例によれば、例えば、発光回数と各乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂとが簡単な式
で近似できないような場合（例えば、各蛍光体のエネルギー変換効率が発光回数によって
複雑に変化する場合）でも、ホワイトバランスの補正を十分に行うことが可能になる。
【００６２】
　なお、本第３実施例においても、上述した第２実施例のように、ＡＰＬ検出回路３の代
わりに電流検出回路５を設け、表示率の代わりに表示電流（パネル駆動回路６の消費電流
）を検出して同様の制御を行うこともできる。
【００６３】
　図１３は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第４実施例を示すブロック図である
。図１３において、参照符号８０はアドレスデコーダ、そして、９１，９２，９３はＲＯ
Ｍ（記憶装置）を示している。
【００６４】
　図１３に示されるように、本第４実施例は、上述した第３実施例におけるＲＯＭ９およ
び乗算器１１～１３をＲＯＭ９１～９３に置き換えたもので、入力された映像信号のＡＰ
ＬをＡＰＬ検出回路３によって検出し、その検出値をアドレスデコーダ８０で各ＲＯＭ９
１～９３に対するアドレスに変換する。各ＲＯＭ９１，９２，９３には、予め各ＡＰＬ、
すなわち、各発光回数に対応したエネルギー変換効率の増減による輝度比変化を補正する
ために、それぞれ映像信号（Ｒ，Ｇ，Ｂ）にある係数を乗算したデータが格納されている
。そして、例えば、アドレスデコーダ８０から供給されるアドレスを上位ビットアドレス
とし、且つ、映像信号を下位ビットアドレスとして、各ＲＯＭ９１，９２，９３に格納さ
れているデータを読み出し、それにより映像振幅を調整して赤、緑および青間の輝度比を
一定に保つようになっている。
【００６５】
　本第４実施例によれば、上記の第３実施例と同様に、発光回数と各乗算係数Ｋｒ，Ｋｇ
，Ｋｂとが簡単な式で近似できないような場合でも、ホワイトバランスの補正を十分に行
うことが可能になる。さらに、本第４実施例においても、ＡＰＬ検出回路３の代わりに電
流検出回路５を設け、表示率の代わりに表示電流を検出して同様の制御を行うことができ
る。
【００６６】
　図１４は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第５実施例を示すブロック図である
。
【００６７】
　図１４に示されるように、外部（例えば、ユーザ）からの輝度調整入力がマイコン２に
与えられ、この輝度調整入力に応じて発光制御回路７およびパネル駆動回路６を介して表
示画像の輝度が設定されるようになっている。このとき、本第５実施例において、マイコ
ン２は、与えられた輝度調整入力に応じた発光回数から、その発光回数に応じたエネルギ
ー変換効率の増減率による輝度比の変化を演算し、赤、緑および青の輝度比率を一定に保



(10) JP 5262896 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

つように、乗算係数Ｋ（Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂ）を演算する。この係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂは、
乗算器１１，１２，１３により映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂに乗算され、信号振幅の調整が行われ
てホワイトバランスが一定に維持される。
【００６８】
　なお、本第５実施例における外部からの輝度調整入力によるホワイトバランスの補正は
、例えば、前述した表示率或いは表示電流を検出して行う第１～第４実施例のホワイトバ
ランスの補正と独立したものであり、それぞれ任意に組み合わせてホワイトバランス補正
回路を構成することができる。すなわち、例えば、本第５実施例と図１１に示す第２実施
例とを組み合わせて適用した場合には、マイコン２から出力される係数Ｋｒ，Ｋｇ，Ｋｂ
は、電流検出回路５により検出されたパネル駆動回路６の消費電流（表示電流）、および
、外部からの輝度調整入力のそれぞれによる輝度比の変化を合わせたものに対して、赤、
緑および青の輝度比率を一定に保つような値とされることになる。
【００６９】
　図１５および図１６は階調レベルと発光回数との関係を示す図である。
　図１５および図１６に示されるように、入力された複数の原色映像信号（例えば、三原
色映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂ）の各階調レベルＡ～Ｆを異なる発光回数の組（処理Ｐ１～Ｐ５，
・・・）により表示する手法が知られている。これは、前述した各実施例と同様に、入力
する映像信号による画像の表示率または表示電流を検出し、その検出された表示率または
表示電流により、例えば、表示装置全体の消費電力が所定の値を越えないように、階調レ
ベルＡ～Ｆを維持しつつ発光回数を低減するような駆動制御を行うものである。
【００７０】
　すなわち、図１５および図１６における参照符号Ｆを３００階調レベルとし、Ｃを１５
０階調レベルとするとき、例えば、入力する映像信号による画像の表示率が高く消費電力
を十分に低減させて所定の値以下に抑える必要がある場合には、各階調レベルＦおよびＣ
を、駆動電流の小さい（全体的な発光回数の少ない）駆動処理Ｐ１におけるＦf(例えば、
維持発光パルス：１５０回)およびＣf(例えば、維持発光パルス：７５回)により表示する
。逆に、例えば、入力する映像信号による画像の表示率が極めて低い場合には、各階調レ
ベルＦおよびＣを、駆動電流の大きい（全体的な発光回数の多い）駆動処理Ｐ５における
Ｆf ×５（例えば、維持発光パルス：７５０回）およびＣf ×５（例えば、維持発光パル
ス：３７５回）により表示する。なお、他の階調（Ａ，Ｂ，・・・等）に関しても同様の
処理を行う。従って、複数の原色映像信号による画像の表示率（または、表示電流）を検
出し、この検出された表示率（または、表示電流）に従って複数の原色映像信号の発光回
数または強度が制御されることになる。
【００７１】
　ところで、前述したように、従来のホワイトバランス調整回路では、ホワイトバランス
を調整するために、例えば、所定の階調レベルにおいて、或る一定の調整パターン（例え
ば、ウィンドウパターン等）を表示させて所望のホワイトバランスが得られるように、各
色の映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂの信号振幅調整を行うようになっている。しかしながら、所定の
階調レベルにおいて或る一定の調整パターンを表示してホワイトバランスを調整（例えば
、工場出荷前の一度だけ調整）したのでは、異なる階調レベル（入力階調レベル）に対し
てはホワイトバランスがずれてしまっていた。
【００７２】
　図１７は赤、緑および青の三原色の各蛍光体の階調レベルと輝度比との関係を示す図で
あり、最大階調レベルにおける各色の輝度比を青色を基準として示すものである。また、
図１８は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第６実施例を示すブロック図、図１９
は図１８のホワイトバランス補正回路における赤、緑および青の三原色の各乗算係数を説
明するための図、そして、図２０は図１８のホワイトバランス補正回路により補正された
三原色の蛍光体の各階調レベルにおける輝度比を示す図である。
【００７３】
　前述した図７～図９と、図１７，図１９および図２０との比較からも明らかなように、
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本第６実施例における三原色の蛍光体の各階調レベル（入力階調レベル）と輝度比αとの
関係は、例えば、第１実施例における各発光回数と輝度比に対応させて考えることができ
る。
【００７４】
　図１８において、参照符号１１～１３は乗算器、２はマイコン、４１～４３はγ補正回
路、１０１は入力階調レベル検出部、１０２はアドレスデコーダ、１０３は記憶装置（Ｒ
ＯＭ）、そして、１４１～１４３は乗算器（出力階調レベル補正部）を示している。なお
、乗算器１１～１３、マイコン２およびγ補正回路４１～４３は、前述した図４の従来例
と同様のものであり、その説明は省略する。
【００７５】
　図１８に示されるように、本第６実施例のホワイトバランス調整回路は、入力された映
像信号Ｒ，Ｇ，Ｂにおける各入力階調レベルを入力階調レベル検出部１０１で検出（認識
）し、それに従って、アドレスデコーダ１０２および記憶装置１０３を介して補正係数Ｌ
ｒ，Ｌｇ，Ｌｂを出力する。ここで、各補正係数Ｌは、Ｌ＝１／αの関係、すなわち、Ｌ
ｒ＝１／αｒ，Ｌｇ＝１／αｇ，Ｌｂ＝１／αｂの関係を有している。
【００７６】
　各乗算器１４１，１４２（１４３）では、入力された補正係数Ｌｒ，Ｌｇ（Ｌｂ）によ
り、以下の演算式に従った補正を行って出力階調レベルを算出する。ここで、Ｘを入力階
調レベルとし、Ｙを出力階調レベルとし、βを最大入力階調レベルとする。
【００７７】
　　　Ｙ（Ｘ）＝Ｌ＋（１－Ｌ）・（Ｘ／β）
　なお、青色の映像信号を基準（規格化）とした場合には、Ｌｂ＝１／αｂ＝１／１＝１
となるため、青色の映像信号における入力階調レベルの補正は不要となり、従って、青色
の映像信号用の乗算器１４３は設ける必要はない。
【００７８】
　図１８に示す第６実施例では、検出された入力階調レベルに応じた補正係数Ｌを記憶装
置１０３から出力するように構成してあるが、例えば、マイコンを使用して入力階調レベ
ルに応じた補正係数Ｌを演算し、それを各乗算器（出力階調レベル補正部）１４１～１４
３に供給するように構成してもよい。さらに、前述した各映像信号の振幅を発光回数また
は強度に従って調整して行うホワイトバランスの補正と兼用のマイコン等を使用してホワ
イトバランス補正回路を構成することもできる。
【００７９】
　図２１は本発明に係るホワイトバランス補正回路の第６実施例の適用の有無による三原
色の蛍光体の輝度特性を示す図である。
【００８０】
　図２１から明らかなように、本第６実施例のホワイトバランス補正回路を適用すること
により、例えば、赤、緑および青の蛍光体の各階調レベルによるホワイトバランスの変化
を、輝度比を一定に保つように調整することで、階調レベルに関わりなくホワイトバラン
スを維持することが可能になる。
【００８１】
　以上において、本発明の各実施の形態をプラズマディスプレイ装置を例にとって説明し
てきたが、例えば、赤、緑および青間で残光特性が異なる発光体を用いたカラー表示装置
（例えば、ＣＲＴ、ＬＥＤディスプレイ等）においても、発光回数を発光輝度（強度）と
置き換えれば、本発明をそのまま適用してホワイトバランスを補正することが可能である
。
【００８２】
　［付記］　本発明は以下の特徴を有する。
　（付記１）　入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御して
カラー表示を行う表示装置であって、
　前記発光回数または強度を検出する手段と、
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　該検出された発光回数または強度に従って前記複数の原色映像信号の振幅を調整してホ
ワイトバランスを補正する手段と、を備えたことを特徴とする表示装置。
【００８３】
　（付記２）　付記１に記載の表示装置において、前記発光回数または強度を検出する手
段は、前記複数の原色映像信号による画像の表示率から前記発光回数または強度を検出す
ることを特徴とする表示装置。
【００８４】
　（付記３）　付記２に記載の表示装置において、該表示装置は、さらに、前記画像の表
示率に従って前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を制御する手段を備えたこと
を特徴とする表示装置。
【００８５】
　（付記４）　付記３に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する手段
は演算手段および複数の乗算手段を備え、該演算手段は前記複数の原色映像信号の振幅係
数を前記画像の表示率に従って演算し、該各乗算手段は該演算された振幅係数を前記各原
色映像信号に乗算することを特徴とする表示装置。
【００８６】
　（付記５）　付記３に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する手段
は記憶手段および複数の乗算手段を備え、該記憶手段は前記複数の原色映像信号の振幅係
数を前記画像の表示率に従って出力し、該各乗算手段は該記憶手段から出力された振幅係
数を前記各原色映像信号に乗算することを特徴とする表示装置。
【００８７】
　（付記６）　付記３に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する手段
は記憶手段を備え、該記憶手段は前記各調整された振幅の原色映像信号を前記複数の原色
映像信号と前記画像の表示率に従って出力することを特徴とする表示装置。
【００８８】
　（付記７）　付記１に記載の表示装置において、前記発光回数または強度を検出する手
段は、前記複数の原色映像信号による画像表示時の表示電流から前記発光回数または強度
を検出することを特徴とする表示装置。
【００８９】
　（付記８）　付記７に記載の表示装置において、該表示装置は、さらに、前記画像表示
時の表示電流に従って前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を制御する手段を備
えたことを特徴とする表示装置。
【００９０】
　（付記９）　付記８に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する手段
は演算手段および複数の乗算手段を備え、該演算手段は前記複数の原色映像信号の振幅係
数を前記画像表示時の表示電流に従って演算し、該各乗算手段は該演算された振幅係数を
前記各原色映像信号に乗算することを特徴とする表示装置。
【００９１】
　（付記１０）　付記８に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する手
段は記憶手段および複数の乗算手段を備え、該記憶手段は前記複数の原色映像信号の振幅
係数を前記画像表示時の表示電流に従って出力し、該各乗算手段は該記憶手段から出力さ
れた振幅係数を前記各原色映像信号に乗算することを特徴とする表示装置。
【００９２】
　（付記１１）　付記８に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する手
段は記憶手段を備え、該記憶手段は前記各調整された振幅の原色映像信号を前記複数の原
色映像信号と前記画像表示時の表示電流に従って出力することを特徴とする表示装置。
【００９３】
　（付記１２）　付記１に記載の表示装置において、前記発光回数または強度を検出する
手段は、外部からの輝度調整入力から前記発光回数または強度を検出することを特徴とす
る表示装置。
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【００９４】
　（付記１３）　付記１２に記載の表示装置において、該表示装置は、さらに、前記外部
からの輝度調整入力に従って前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を制御する手
段を備えたことを特徴とする表示装置。
【００９５】
　（付記１４）　付記１３に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する
手段は演算手段および複数の乗算手段を備え、該演算手段は前記複数の原色映像信号の振
幅係数を前記外部からの輝度調整入力に従って演算し、該各乗算手段は該演算された振幅
係数を前記各原色映像信号に乗算することを特徴とする表示装置。
【００９６】
　（付記１５）　付記１３に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する
手段は記憶手段および複数の乗算手段を備え、該記憶手段は前記複数の原色映像信号の振
幅係数を前記外部からの輝度調整入力に従って出力し、該各乗算手段は該記憶手段から出
力された振幅係数を前記各原色映像信号に乗算することを特徴とする表示装置。
【００９７】
　（付記１６）　付記１３に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する
手段は記憶手段を備え、該記憶手段は前記各調整された振幅の原色映像信号を前記複数の
原色映像信号と前記外部からの輝度調整入力に従って出力することを特徴とする表示装置
。
【００９８】
　（付記１７）　入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御し
てカラー表示を行う表示装置であって、
　前記複数の原色映像信号による画像の入力階調レベルに応じて当該複数の原色映像信号
による画像の出力階調レベルを調整し、該複数の原色映像信号の発光回数または強度によ
り変動するホワイトバランスを補正することを特徴とする表示装置。
【００９９】
　（付記１８）　付記１７に記載の表示装置において、該表示装置は、
　前記複数の原色映像信号による画像の入力階調レベルを検出する手段と、
　該検出された入力階調レベルに従って前記複数の原色映像信号の出力階調レベルを調整
してホワイトバランスを補正する手段と、を備えたことを特徴とする表示装置。
【０１００】
　（付記１９）　付記１８に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する
手段は演算手段および複数の補正手段を備え、該演算手段は階調レベルの補正係数を前記
検出された入力階調レベルに従って演算し、該各補正手段は該演算された補正係数を使用
して入力階調レベルを補正処理することを特徴とする表示装置。
【０１０１】
　（付記２０）　付記１８に記載の表示装置において、前記ホワイトバランスを補正する
手段は記憶手段および複数の補正手段を備え、該記憶手段は階調レベルの補正係数を前記
検出された入力階調レベルに従って出力し、該各補正手段は該出力された補正係数を使用
して入力階調レベルを補正処理することを特徴とする表示装置。
【０１０２】
　（付記２１）　付記１８～２０のいずれか１項に記載の表示装置において、該表示装置
は、さらに、
　前記複数の原色映像信号による画像の表示率或いは表示電流を検出する手段と、
　該検出された表示率或いは表示電流に従って前記複数の原色映像信号の発光回数または
強度を制御する手段と、を備えたことを特徴とする表示装置。
【０１０３】
　（付記２２）　付記１～２１のいずれか１項に記載の表示装置において、前記複数の原
色映像信号による発光は、赤、緑および青の三原色蛍光体であることを特徴とする表示装
置。
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【０１０４】
　（付記２３）　付記１～２１のいずれか１項に記載の表示装置において、該表示装置は
、プラズマディスプレイ装置であることを特徴とする表示装置。
【０１０５】
　（付記２４）　入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御し
てカラー表示を行い、該発光回数または強度を検出する手段を備えた表示装置におけるホ
ワイトバランス補正回路であって、
　前記検出された発光回数または強度に従って前記複数の原色映像信号の振幅を調整して
ホワイトバランスを補正することを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１０６】
　（付記２５）　付記２４に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　前記複数の原色映像信号の振幅係数を前記発光回数または強度に従って演算する演算手
段と、
　該演算された振幅係数を前記各原色映像信号に乗算する複数の乗算手段と、を備え、前
記複数の原色映像信号の振幅を前記制御された発光回数または強度に従って調整し、該複
数の原色映像信号の発光回数または強度により変動するホワイトバランスを補正するよう
にしたことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１０７】
　（付記２６）　付記２４に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　前記複数の原色映像信号の振幅係数を記憶し、前記発光回数または強度に従って出力す
る記憶手段と、
　該演算された振幅係数を前記各原色映像信号に乗算する複数の乗算手段と、を備え、前
記複数の原色映像信号の振幅を前記制御された発光回数または強度に従って調整し、該複
数の原色映像信号の発光回数または強度により変動するホワイトバランスを補正するよう
にしたことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１０８】
　（付記２７）　付記２４に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　前記各調整された振幅の原色映像信号を記憶し、前記複数の原色映像信号と前記発光回
数または強度に従って出力する手段を備え、前記複数の原色映像信号の振幅を前記制御さ
れた発光回数または強度に従って調整し、該複数の原色映像信号の発光回数または強度に
より変動するホワイトバランスを補正するようにしたことを特徴とするホワイトバランス
補正回路。
【０１０９】
　（付記２８）　付記２４に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　前記各調整された振幅の原色映像信号を記憶し、前記複数の原色映像信号と前記発光回
数または強度に従って出力する手段を備え、前記複数の原色映像信号の振幅を前記制御さ
れた発光回数または強度に従って調整し、該複数の原色映像信号の発光回数または強度に
より変動するホワイトバランスを補正するようにしたことを特徴とするホワイトバランス
補正回路。
【０１１０】
　（付記２９）　付記２４～２８のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
いて、前記発光回数または強度を検出する手段は、前記複数の原色映像信号による画像の
表示率から前記発光回数または強度を検出することを特徴とするホワイトバランス補正回
路。
【０１１１】
　（付記３０）　付記２４～２８のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
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いて、前記発光回数または強度を検出する手段は、前記複数の原色映像信号による画像表
示時の表示電流から前記発光回数または強度を検出することを特徴とするホワイトバラン
ス補正回路。
【０１１２】
　（付記３１）　付記２４～２８のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
いて、前記発光回数または強度を検出する手段は、外部からの輝度調整入力から前記発光
回数または強度を検出することを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１１３】
　（付記３２）　付記２４～２８のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
いて、該ホワイトバランス補正回路は、
　前記複数の原色映像信号の振幅係数を前記発光回数または強度に従って演算する演算手
段と、
　該演算された振幅係数を前記各原色映像信号に乗算する複数の乗算手段と、を備え、前
記複数の原色映像信号の振幅を前記制御された発光回数または強度に従って調整し、該複
数の原色映像信号の発光回数または強度により変動するホワイトバランスを補正するよう
にしたことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１１４】
　（付記３３）　入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御し
てカラー表示を行い、該発光回数または強度を検出する手段を備えた表示装置におけるホ
ワイトバランス補正回路であって、
　前記複数の原色映像信号による画像の入力階調レベルに応じて当該複数の原色映像信号
による画像の出力階調レベルを調整し、該複数の原色映像信号の発光回数または強度によ
り変動するホワイトバランスを補正することを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１１５】
　（付記３４）　付記３３に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　前記複数の原色映像信号による画像の入力階調レベルを検出する手段と、
　該検出された入力階調レベルに従って前記複数の原色映像信号の出力階調レベルを調整
してホワイトバランスを補正する手段と、を備えたことを特徴とするホワイトバランス補
正回路。
【０１１６】
　（付記３５）　付記３４に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　階調レベルの補正係数を前記検出された入力階調レベルに従って演算する演算手段と、
　該演算された補正係数を使用して入力階調レベルを補正処理する複数の補正手段を備え
たことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１１７】
　（付記３６）　付記３４に記載のホワイトバランス補正回路において、該ホワイトバラ
ンス補正回路は、
　階調レベルの補正係数を前記検出された入力階調レベルに従って出力する記憶手段と、
　該出力された補正係数を使用して入力階調レベルを補正処理する複数の補正手段を備え
たことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１１８】
　（付記３７）　付記３４～３６のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
いて、該ホワイトバランス補正回路は、さらに、
　前記複数の原色映像信号による画像の表示率或いは表示電流を検出する手段と、
　該検出された表示率或いは表示電流に従って前記複数の原色映像信号の発光回数または
強度を制御する手段と、を備えたことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１１９】
　（付記３８）　付記２４～３７のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
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いて、前記複数の原色映像信号による発光は、赤、緑および青の三原色蛍光体であること
を特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１２０】
　（付記３９）　付記２４～３７のいずれか１項に記載のホワイトバランス補正回路にお
いて、前記表示装置は、プラズマディスプレイ装置であることを特徴とするホワイトバラ
ンス補正回路。
【０１２１】
　（付記４０）　入力された複数の原色映像信号に対応して輝度を制御してカラー表示を
行う表示装置におけるホワイトバランス補正方法であって、
　前記複数の原色映像信号の振幅比を前記原色映像信号の輝度に応じて設定し、該輝度に
よるホワイトバランスの変動を抑制するようにしたことを特徴とするホワイトバランス補
正方法。
【０１２２】
　（付記４１）　入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御し
てカラー表示を行う表示装置におけるホワイトバランス補正方法であって、
　前記発光回数または強度を検出し、
　該検出された発光回数または強度に従って前記複数の原色映像信号の振幅を調整してホ
ワイトバランスを補正するようにしたことを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１２３】
　（付記４２）　付記４１のホワイトバランス補正方法において、前記発光回数または強
度の検出は、前記複数の原色映像信号による画像の表示率から求めるようになっているこ
とを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１２４】
　（付記４３）　付記４２のホワイトバランス補正方法において、該ホワイトバランス補
正方法は、さらに、前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を前記画像の表示率に
従って制御するようになっていることを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１２５】
　（付記４４）　付記４１のホワイトバランス補正方法において、前記発光回数または強
度の検出は、前記複数の原色映像信号による画像表示時の表示電流から求めるようになっ
ていることを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１２６】
　（付記４５）　付記４４のホワイトバランス補正方法において、該ホワイトバランス補
正方法は、さらに、前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を前記画像表示時の表
示電流に従って制御するようになっていることを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１２７】
　（付記４６）　付記４１のホワイトバランス補正方法において、前記発光回数または強
度の検出は、外部からの輝度調整入力から求めるようになっていることを特徴とするホワ
イトバランス補正方法。
【０１２８】
　（付記４７）　付記４６のホワイトバランス補正方法において、該ホワイトバランス補
正方法は、さらに、前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を前記外部からの輝度
調整入力に従って制御するようになっていることを特徴とするホワイトバランス補正方法
。
【０１２９】
　（付記４８）　入力された複数の原色映像信号に対応して発光回数または強度を制御し
てカラー表示を行う表示装置におけるホワイトバランス補正方法であって、
　前記複数の原色映像信号による画像の入力階調レベルに応じて当該複数の原色映像信号
による画像の出力階調レベルを調整し、該複数の原色映像信号の発光回数または強度によ
り変動するホワイトバランスを補正することを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１３０】
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　（付記４９）　付記４８のホワイトバランス補正方法において、該ホワイトバランス補
正方法は、
　前記複数の原色映像信号による画像の入力階調レベルを検出し、
　該検出された入力階調レベルに従って前記複数の原色映像信号の出力階調レベルを調整
するようになっていることを特徴とするホワイトバランス補正方法。
【０１３１】
　（付記５０）　付記４８のホワイトバランス補正方法において、該ホワイトバランス補
正方法は、さらに、前記複数の原色映像信号の発光回数または強度を前記画像の表示率或
いは表示電流に従って制御するようになっていることを特徴とするホワイトバランス補正
方法。
【０１３２】
　（付記５１）　入力された複数の原色映像信号に対応して輝度を制御してカラー表示を
行う表示装置におけるホワイトバランス補正方法であって、
　前記複数の原色映像信号の振幅比を前記原色映像信号の輝度に応じて設定し、該輝度に
よるホワイトバランスの変動を抑制するようにしたことを特徴とするホワイトバランス補
正方法。
【０１３３】
　（付記５２）　付記５１に記載のホワイトバランス補正方法において、前記原色映像信
号の輝度は、該原色映像信号の発光回数または強度により規定されることを特徴とするホ
ワイトバランス補正方法。
【０１３４】
　（付記５３）　付記５１または５２に記載のホワイトバランス補正方法を適用し、前記
複数の原色映像信号を発光体によってカラー表示するようにしたことを特徴とするホワイ
トバランス補正方法。
【０１３５】
　（付記５４）　複数の原色映像信号を用いてカラー表示を行う表示装置におけるホワイ
トバランス補正回路であって、
　前記各原色映像信号の振幅を調整する調整手段と、
　前記複数の原色映像信号の振幅を補正するための信号振幅比を記憶する記憶手段と、
　該記憶手段に記憶された信号振幅比を前記調整手段に設定する設定手段と、を備え、前
記複数の原色映像信号の振幅比を該原色映像信号の発光回数または強度に応じて設定し、
当該複数の原色映像信号の発光回数または強度により変動するホワイトバランスを補正す
るようにしたことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【０１３６】
　（付記５５）　複数の原色映像信号を用いてカラー表示を行う表示装置におけるホワイ
トバランス補正回路であって、
　前記各原色映像信号の振幅を調整する調整手段と、
　前記複数の原色映像信号の発光回数または強度から該各原色映像信号の振幅比を演算す
る演算手段と、
　該演算手段から算出した振幅比を該調整手段に設定する設定手段と、を備え、前記複数
の原色映像信号の振幅比を該原色映像信号の発光回数または強度に応じて設定し、当該複
数の原色映像信号の発光回数または強度により変動するホワイトバランスを補正するよう
にしたことを特徴とするホワイトバランス補正回路。
【符号の説明】
【０１３７】
　１：１１，１２，１３　　乗算器
　２　　マイクロコンピュータ
　３　　ＡＰＬ検出回路
　３１，３３　　加算器
　３２，３４　　レジスタ
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　４：４１，４２，４３　　ガンマ補正回路
　５　　電流検出回路
　６　　パネル駆動回路
　７　　発光回数制御回路
　８；８０；１０２　　アドレスデコーダ
　９；９１，９２，９３；１０３　　記憶装置（ＲＯＭ）
　１０　　表示パネル
　１１　　アドレス電極
　１２　　走査・維持電極
　１３　　維持電極
　１４　　アドレス駆動回路
　１５　　走査・維持パルス出力回路
　１６　　維持パルス出力回路
　１７　　駆動制御回路
　１８　　信号処理回路
　１０１　　入力階調レベル検出部
　１４１～１４３　　出力階調レベル補正部

【図１】 【図２】
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